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農業の未来を変える「廃棄果皮 0 (ゼロ)システム」の構築と普及 

 

・ウム・ヴェルト グループ  

ウム・ヴェルト株式会社/農業法人アグリファーム株式会社/フロイデ株式会社･･･９ 

食品リサイクルをコア事業とした地方創生計画実行中 

・コープデリ生活協同組合連合会･････････････････････････････････････17 

「みらいにつなぐもったいない」 

フードチェーン全体でもったいないアクション！ 

・キユーピー株式会社/キユーピータマゴ株式会社･････････････････････････29 

未利用資源としての卵殻および卵殻膜の価値探求と食と健康への貢献 

 

 

・株式会社ダイエー･････････････････････････････････････････････････39 

～お客さまとともに～食品ロス削減に向けたフードドライブ活動 

・株式会社クラダシ･････････････････････････････････････････････････49 

SDGs の重要課題食品ロス削減に向けて 

～日本初・最大級の社会貢献型ショッピングサイト 

「KURADASHI.jp」がサステイナブルな社会を創る～ 

・株式会社紀州ほそ川･･･････････････････････････････････････････････59 

畜産物のブランド化をもたらした未利用資源「梅酢」の活用 

・株式会社ケンジャミン・フランクリン････････････････････････････････71 

中山間地域と市街地を移動販売車が結ぶフードバンク活動 

・熊本県立熊本農業高等学校･････････････････････････････････････････81 

食品廃棄物の利用価値を発信する活動 

配合と発酵の工夫でエコフィード作成に成功 
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石川県能美市
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2020年2月6日

ウム・ヴェルト株式会社の概要

創業 ： 1992年9月
資本金 ： 1,000万円

グループ従業員 ： 360名
本社 ： 埼玉県加須市栄３６８番地１

主たる営業内容 ： 産業廃棄物収集運搬、処分

顧客数 ： 約3,500社（内食品製造企業700社）

食品残さ収集運搬・リサイクル量 ： 100トン/日 年間36,000トン
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ウム・ヴェルト 売上実績と予想（単独）

売上
（単位千円） 2008年9月のリーマンショックを契機に

食品リサイクルに注力。

売上げを毎年拡大する結果となる。
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障がい者雇用弱者と向き合い、仕事を創り出すため

の活動をします。

かぞブランド認定ネギ

くろまめ豚

2019年4月施設運営開始
2019年6月恋人の聖地サテライトに選定

安定した原料が確保されている
現在日量 １００トン
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PhaseⅠ PhaseⅡ PhaseⅢ PhaseⅣ
2018-19年度

2020年
食のテーマパーク作りに着手
観光農園（ブルーベリー等）
農福連携事業

7次産業化推進
（農業の6次産業化+リサイクル）

将来

バイオガス発電施設建設
（食品残さ日量60t処理、
一般廃棄物中心）
電力の地域供給開始
12,000kwh / 日
1,000世帯（北川辺地区の４
分の１に相当）

ウム・ヴェルトグループ 中期計画
加須市北川辺地域の活性化、雇用創出を目指して！

完全国内循環型
食品リサイクルループ完成

災害に強い町作り完成
日本一のリサイクルのまち
つくりに挑戦
（加須市１０大政策目標）

2014年4月
肥料の受け皿として
農業法人アグリファーム設
立

2018年１月
障がい者就労継続支援施設
フロイデ設立

2018年12月
飼料の受け皿として
アグリファーム養豚事業開始

エネルギー
バイオガス発電

農業7次産業化食品リサイクル連携事業の構築

2019年4月
道の駅かぞわたらせ運営開始

2013年
食品リサイクルループ
構築のための構想を考案
飼料化（リキッドフード）施設、
肥料化施設建設のための準備

6

埼玉県加須市北川辺地域位置
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埼玉県加須市北川辺地域とは･･･
日本の農村が抱える問題の縮図がこの地域にある。

【地域の特徴】
○群馬、栃木、茨城に隣接。最近では埼玉、群馬、栃木と3歩で行ける３県境が話題。
○観光 渡良瀬遊水地、オニバス自生地、道の駅かぞわたらせ（恋人の聖地サテライト選定）

パークラン（日本国内では4番目、2019年9月7日スタート）
○特産 北川辺こしひかり、トマト、いちご、ねぎ（かぞブランド）など
○農業の特徴

利根川、渡良瀬川に挟まれた肥沃な土壌により、北川辺こしひかりが好評。
水田単作、ビニールハウスによるトマトなどの施設園芸が盛ん。

【地域の課題】
○耕作者の課題

H26の米価の下落、かさむ機械代、担い手の高齢化・不足等で、営農に展望が描けない状況
農業従事者の高齢化

○地権者の課題
ほ場の作業効率が悪い。
代々受け継いだ農地を手放したくない。
誰か耕作してくれる人がいれば頼みたい。

○人口の減少
北川辺の人口は過去14年間で16％（2,238人）が減少。

7

人口減少 毎年平均１％以上減少
北川辺の人口は過去14年間で16.4％（2,238人）が減少。
加須市では令和9年には1万人を下回る予想を出している。

早急に農業振興と人口減少対策が必要

8
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ウム・ヴェルトによる地域雇用増大実績
加須本店

2010年2月 30人
2013年3月 83人（内 加須市住民 36人 ）
2017年3月 106人（内 加須市住民 63人 ）

ウム・ヴェルトグループ全体

2013年3月 176人
2018年4月 315人
2019年4月 350人

* 正社員、パートを含む

加須本社

ゲストハウスオープン

北川辺地区 人口

2005年 13,594人
2009年 13,037人
2015年 11,953人
2018年 11,526人
2019年 11,356人

9

障がい者就労継続支援会社
フロイデ 2018年7月支援開始
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「加須市１０大政策 日本一のリサイクルのまちを目指して！」

加須市は毎年リサイクル率が全国で４－５位をキープしていますが、さらにリサイクル率を
あげるため生ゴミを原料とするバイオガス発電を提案します。ゴミ焼却の負担を軽くし、地
球温暖化の原因となる温室ガスの排出を抑制することができます。

12

全国 県内

H22 24.9% - -
H23 32.2% - -
H24 31.0% - -
H25 40.7% 4位 1位
H26 38.9% 5位 1位
H27 38.7% 5位 1位
H28 39.1% 5位 1位
H29 38.8% 5位 1位

加須市リサイクル率

加須市リサイクル率と順位の推移

環境省 全国の一般廃棄物（ごみおよびし尿）の排出および処理状況などに関する調査結果より

（対象：人口10万人以上50万人未満の市および区）
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生ごみを利用したバイオガス発電例
新潟県長岡市（人口27万人）日量50-60トンの生ごみを処理

加須市の場合人口が11万人なので周辺の市からも受け入れ可能。
例）久喜市15万人、古河市14万人、鴻巣市11万人、行田市8万人

羽生市5万人等

建設のための資金調達例
バイオマス産業都市に認定でグリーンファンド等からの出資を受けられる
可能性がある。

バイオマス産業都市 平成25年より向こう5年間に全国に100カ所認定する計画だが、平成30年現

在全国で83カ所しか認定されていない。埼玉県では０の状態。

13

バイオガス発電を行うため近隣の地方自治体と連携を行う
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第７回「食品産業もったいない大賞」

みらいにつなぐ、もったいない
フードチェーン全体でもったいないアクション！

1

コープデリ連合会について
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2

3

コープデリ連合会と

Ｓ Ｄ Ｇ ｓ に つ い て
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4

5

野菜、肉、魚、米･･･

食卓を笑顔にするためにかかせない食品ですが、食べられることなく

廃棄されてしまう食品があります。食品ロス・フードロスといいます。

食品ロスは、なぜ？どこで？どのように発生しているのでしょうか？

「食べ物のもったいない」を

いっしょに考え・解決したい。
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6

食品ロスは、

フードチェーンの各段階で

さまざまな理由で起ります

7

フードチェーンに携わる方々の理解と協力＝信頼の輪が

食品ロス削減の原動力です。
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8

事例１ 規格外農産物の取り扱い

9

宅配のカタログ
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11

もったいないリーフレタス 軸取れちゃいました生しいたけ
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12

事例２ 商品の納品期限の延長

13

事例３ フードバンクへの商品寄贈

農産物予備品

約17.0トン

お米

約7.6トン

フードドライブ

約6.7トン
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14

コープみらいの例

15

コープ武蔵浦和店
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16

事例４ 組合員活動の取り組み

17

事例４ 組合員活動の取り組み
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18

食品残さ・魚あら・廃食油等

3,872トン

メタンガス・飼料・肥料・油脂

3,258トン

食品リサイクル率 84％（2018年度実績）

事例５ 店舗の食品廃棄物のリサイクル

バイオエナジー城南島工場 19

26



20

21

27



ご清聴ありがとうございました
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未利⽤資源としての
卵殻および卵殻膜の

価値探求と食と健康への貢献

キユーピー株式会社

2019年２⽉６⽇
第７回⾷品産業もったいない⼤賞 事例発表会

1/20

目次

１．キユーピーグループの紹介

２．サステナビリティに向けての重点課題

３．事例紹介（卵殻および卵殻膜の有効活⽤）

４．外部への啓発活動

５．さいごに

2/20
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1‐① キユーピーグループの事業展開

⾷品の運送・保管等

ヒアルロン酸等

サラダ・惣菜

パッケージサラダ等

サラダ・惣菜

903

ジャム類・フルーツ加工⾷品等

共通︓53 （億円）

マヨネーズ・ドレッシング類

調理・調味料

タマゴ

卵加工⾷品等

1,852

液卵・凍結卵・乾燥卵

1,000
⾷酢・パスタソース・育児⾷・介護⾷等

卵機能成分

物流
1,410

ファインケミカル
83

3/20

フルーツ ソリューション 156

ʼ19年売上⾼ 5,457 億円

1‐② キユーピーグループ2030ビジョン 4/20

30



2 サステナビリティに向けての重点課題
重点課題 課題解決ストーリー SDGsとの紐付け
健康寿命

延伸への貢献
・サラダ(野菜)と卵の栄養機能で中⾼年の⽣活習慣病
予防や⾼齢者の低栄養状態を改善します

子どもの心と体
の健康支援

・サラダ(野菜)と卵を活⽤した⾷育や共⾷の体験の場を
提供します

・子どもや子育て家族への⾷を通じた支援により、子ども
と家族・社会とのコミュニケーションを応援します

資源の有効活⽤
と

持続可能な調達

・食資源を余すことなく有効活⽤し、食品廃棄を
削減します

・農業⽣産者との取り組みで、持続可能な農業を支援
します

CO2排出削減
（気候変動への対応）

・原料調達から商品の使⽤・廃棄まで、サプライチェーン
全体を通したCO2排出削減を実現します

上記に加え、グループの成⻑戦略の⼟台として推進

ダイバーシティ
の推進

・新しい働き⽅を創出し、多様な⼈材が働きやすく成⻑
できる環境をつくり､新たな社会価値を⽣みだします

5/20

ロス
ロス

ロス
ロス

ロス
ロス

食糧
生産

原料
調達

加工
製造

保管
輸送

流通
販売

消費

摘果・選別
格外選別

保管中の痛み

加工残渣

売れ残り
⾷べ残し

⾷べ残し
期限切れ

3‐① バリューチェーンにおけるフードロスのイメージ

「食」のバリューチェーンが 持続不可能 に…

食料ロス 食料廃棄フードロス
食資源のムダ遣い ⇒ 資源枯渇

期限切迫
需給⾒込み違い ※「量」をイメージしたものではありません

6/20
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3‐② 卵殻の価値向上への取り組み
キユーピーグループの卵殻発生量︓年間約2.8万トン

約34%︓肥料として活⽤
（⼤半は⼟壌改良剤）

肥料としての価値を向上させ、⽇本の農業に貢献したい

卵殻肥料が米の成分・物性・味・収量等
に与える影響を調査した

（篤農家の声）

卵殻は水稲に施肥するとお米がおいしくなる

7/20

3‐③ 卵殻施肥の効果検証
◆2012年〜2013年︓ポット試験による効果検証

（キユーピーグループの栽培試験場でテスト）
⇒食味の向上を確認

◆2014年〜2015年︓試験圃場での効果検証
（新潟⼤学(現在:新潟薬科⼤学) ⼤坪教授との共同研究）
⇒⽶の味に加えて、粒感・粘りの向上を確認

◆2017年〜現在 ︓同一圃場での継続・詳細調査の開始
（東京農業⼤学 辻井教授、加藤准教授との共同研究）
⇒天候不順時の収量改善効果を確認

8/20

粒
感

粘
り味
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3‐④ 収穫した米を社員⾷堂へ

＜学会発表＞ ６件
・第63回⽇本⾷品科学工学会 ︓「稲作における卵殻の施肥が米の⾷味に及ぼす影響」
・平成30年度⾷品科学工学会関東支部会 ︓「⼤規模⽔⽥における卵殻施肥の効果」
・2018年度⽇本⼟壌肥料学会 ︓「⽔稲栽培における卵殻由来Caの施⽤効果」
・第64回⽇本⾷品科学工学会

︓「稲作における⽔⽥への卵殻施⽤が米飯の理化学特性に及ぼす影響について(第1報)」
・第66回⽇本⾷品科学工学会

︓「天候不順時における⽔稲の安定⽣産に資する卵殻施⽤効果」
︓「卵殻施⽤が米飯の利⽤価値を広げる」

◆2018年～ ：大規模農家で実証試験中の卵殻米(卵殻肥料で育てたお米)を、

キユーピーグループの一部社員食堂で提供

キユーピーグループ 大規模農家

9/20

Osteoporos Int. 2017 Oct 12. doi: 10.1007/s00198‐017‐4230‐x.

3‐⑤ 世界でのカルシウム摂取状況 10/20
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3‐⑥ 卵殻カルシウムは胃で溶けやすく吸収されやすい

卵殻カルシウムは炭酸カルシウムよりも
吸収されやすい

多孔質のため、胃酸が
浸透しやすく溶けやすい

構造がしっかりしている
ため溶けにくい

卵殻カルシウム 炭酸カルシウム

Ca

Ca

次に、小腸で吸収されます

卵殻カルシウムは炭酸カルシウムより
溶けやすい

カルシウムはまず胃で溶けて吸収
される形になります

0
10
20
30
40

炭酸カルシウム 卵殻カルシウム

ラットのCa吸収率の⽐較

（Tokyo University of Agriculture、
35th Nutrition and Food Science
summary, p124, 1981）

（％）

ラットを対象に、卵殻カルシウムを投与する群と炭酸カルシウム
を投与する群に分け、カルシウムの吸収率を調査した

【研究報告】

11/20

ベトナムの閉経後⼥性45名にて、カルシウム300mg/⽇を、卵殻カルシウムまたは
炭酸カルシウムで摂取した場合、および摂取しなかった場合の⾻量を⽐較した

＊︓p<0.05（試験前と⽐較） ｂ : aに対して有意差あり

Sakai S et al., J. Nutr. Sci. Vitaminol, 2017 より
SOS︓⾻量の指標 （数値が⼤きいほど⾻量が多い）

S
O
S

（m/sec）
1420

1470

1520

0 6 12期間（⽉）

卵殻カルシウム（16/45名）
炭酸カルシウム（14/45名）
カルシウムなし（15/45名）

*
*

*
* a

b

a

卵殻カルシウムは炭酸カルシウムよりも⾻量を増加させた

3‐⑦ 卵殻カルシウムの⾻への効果 12/20
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お茶碗1杯のごはん（150g）に
カルシウム100mg︕

カ
ル
シ
ウ
ム
量

カンシーでいつものごはんがカルシウムたっぷりに︕

3‐⑧ 「カンシー」で⼿軽に効率的にカルシウム摂取

1L100mL（10mL x 10袋）

Xốt Canxi vỏ trứng

13/20

処理⽅法

乾燥→粉砕 アルカリ溶解→乾燥
（粗分解）

素材名 ＥＭパウダー ＥＭプロテイン
溶解性 不溶性 ⽔溶性
卵殻膜の使⽤量 約15トン 約５トン

使⽤例

3‐⑨ 卵殻膜の利⽤の現状 14/20
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3‐⑩ 卵殻膜の⽤途を広げるための技術開発

卵殻膜のペプチド化に挑戦しました。
タンパク質は酵素分解してペプチドにすると
特有の機能が付加されます。

タンパク質 ペプチド

分解 アミノ酸

卵⽩ 卵⽩ペプチド 酸化防止（マヨ･ドレ）
抗疲労（スポーツ栄養）
起泡性（製菓⽤卵⽩）

15/20

卵殻膜も主成分はタンパク質ですが・・・

酵
素

分
解

乾
燥

3‐⑪ 卵殻膜の⽤途を広げるための技術開発

アミノ酸どうしの結びつきがたいへん強く、これまで酵素分解できませんでした。

３０種類以上の酵素から、組み合わせを⾒つけ出しました。

世界で初めて⾷品⽤の卵殻膜ペプチドを開発しました。

16/20
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１）⾷品にも使⽤できます。

3‐⑫ 卵殻膜ペプチドの特⻑

３）反応性の⾼いアミノ酸（システイン）が多く含まれています。
２）水に溶け､ほとんど臭いがありません。

● システインどうしが反応して、
タンパク質を結び付けることができます。

● ⽣体内の物質と反応して、
美白作⽤や解毒作⽤など色々な機能を示します。

17/20

3‐⑬ 卵殻膜ペプチドに期待される機能 18/20

酸化防止 たんぱく質改質風味の増強

⼩⻨中のシステインと反応し
パンのふくらみが増強

シミ・そばかすの原因で
ある酸化を抑制する

卵風味や乳風味はシステインを
含むアミノ酸の存在による

システインを豊富に含む卵殻膜ペプチドには
様々な機能が期待される
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4 外部への啓発活動
各種報告書 台湾での講演

マヨテラスでの展示

ブログによる発信

豊田市での講演

19/20

5 さいごに

多くの皆様と一緒に社会課題の解決に取り組み、
サステナブルな社会の実現に貢献していきます

ご清聴ありがとうございました

20/20
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1

～お客さまとともに～

食品ロス削減に向けた
フードドライブ活動

２０２０年２月６日（木）

株式会社ダイエー

2

１．会社概要

社 名：株式会社ダイエー

設 立：昭和３２年４月１０日

本 店：兵庫県神戸市中央区
港島中町４－１－１

本 社：東京都江東区東陽

２－２－２０

業 種：セルフサービスを主体
とする商品の小売業
ほか
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3

２．店舗状況 ※２０２０年１月末時点

店舗数 １８８店舗

関東エリア
（埼玉・東京・千葉・神奈川）

７７店舗

近畿エリア
（滋賀・京都・大阪・
兵庫・奈良・和歌山）

１１１店

4

３．環境方針
私たちダイエーは、お客さまを第一に、強みである“食”を基軸にお客さまの
ライフスタイルに合わせた商品・サービスを提供するとともに、社会・環境保
全に貢献し続ける企業を目指します。

１．商品の販売・サービスの提供などにおける事業活動において、環境汚染の
予防、持続可能な資源の利用、気候変動の緩和及び適応に努めるととも
に環境パフォーマンスを向上させるための環境マネジメントシステムを運用
し、継続的改善をはかります。

２．環境側面に関わる法規制および当社が受け入れを決めた要求事項を順守
します。

３．次に挙げるテーマについて重点的に取組み、継続的に改善します。
（1）省エネルギー、省資源を推進します。
（2）リデュース（削減）・リユース（再利用）・リサイクル（再生利用）

を推進し、廃棄物の削減と適正処理を行います。

４．環境に配慮した活動および商品の提供に努めます。

５．この方針を従業員および当社で働くすべての人々に周知し、一人ひとりが
自発的に行動できるようにします。

６．この方針を広く公開し、多くの方々とパートナーシップを築き、取組みの輪
を広げていきます。
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5

４－（１）．３Ｒとは ※環境省ＨＰより

リデュース(Reduce)

→物を大切に使い、ごみを減らすこと

リユース(Reuse)

→使える物は、繰り返し使うこと

リサイクル(Recycle)

→ごみを資源として再び利用すること

３つの「Ｒ」＝３Ｒ

優

先

順

位

高

低

6

４ー（２）．リデュースの取組み

・商品の発注、製造にあたり、前年の売数などに基づき
売れ残ることがないよう計画しています。

・賞味期限、消費期限がせまっている商品は商品値引を
して廃棄の発生を抑制しています。

・食品部門では、廃棄減少に向けて廃棄率の目標を設置
して毎月の廃棄率の改善を推進しています。

【決め事の事例：デリカテッセンでの段階見切り】

見切り前
（棚落しをしながら売り減らし）

最後はパック売り切り通常どおり段階見切り
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7

リサイクルループの確立

一部店舗の食品残渣を大栄環境で堆肥化。その堆肥を使用してイオンアグリ創造
（三木農場）で生産された野菜を店舗で販売。

ダイエー：販売・食品残渣の排出 大栄環境：堆肥化

イオンアグリ：生産

４－（３）．リサイクルの取組み

8

４ー（４）．リユースの取組み
（フードバンク活動と連携した活動）

店舗の商品で社内基準の販売期限を向かえた商品（賞味期限内）
やパッケージ破損の商品を寄付する活動を２０１６年７月より当社
泉大津店が泉大津市とフードバンク活動の協定を締結取組みを
開始しました。
フードバンク団体との連携としては、２０１７年１２月よりフードバンク
埼玉と活動を開始しました。

仕入
売れ残り
破損（※）

リ サ イ ク ル

フード
バンク
団体等

子ども
食堂等

販売
（見切り）

【スキーム】

※凹んだ缶容器の商品、パッケージ破損の商品、食玩の玩具が破損している商品等）
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9

５．お客さまとともに

（１）レジ袋の削減

→１９９１年よりお客さまにご協力を

いただきながら削減を進めています。
今年の２月１日からは食品レジでの
レジ袋無料配布中止を全店に拡大

しました。

（２）資源の有効活用
（店頭回収活動）

→１９８７年よりお客さまにご協力を
いただきリサイクル活動を進めて
います。現在は多くのスーパーが
実施するポピュラーな活動となって
います。

10

６－（１）．フードドライブ活動
食品ロスが社会課題とされる中、お客さまにご協力いただきながら
進める活動をして、フードドライブ活動を開始しました。
２０１７年６月より神戸市、フードバンク関西と連携したモデル運用に
おいて、「定期的に」「継続的に」実施を要望するお声を頂戴したこと
を受けて全店とも毎月第３月曜～翌日曜までの実施に固定しました。

＜店舗①＞

＜お客さま②＞

仕入
販売

（見切り）

購入
（頂き物）

食す

食さない

売れ残り
破損（※）

リ サ イ ク ル

フード
バンク
団体等

廃 棄

子ども
食堂等

【スキーム】

※凹んだ缶容器の商品、パッケージ破損の商品、食玩の玩具が破損している商品等）
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11

６－（２）．活動の経緯

１６年７月 泉大津市より「生き活き食糧支援（泉大津版ﾌｰﾄﾞﾊﾞﾝｸ）※」の話しを
いただき、当社泉大津店が取組を開始。
（不定期のフードバンク活動の開始）
※生活困窮者が市に来庁した際に協力

１６年１２月 ダイエー大島店が店で発生した販売期限切れ及びパッケージ破損
品をフードバンク埼玉への寄付を開始。
（フードバンク団体との連携、定期的な寄付の開始）

１７年２月 神戸市主催のワークショップで市民からフードドライブ（※）の話を
受ける
※市民が家庭で食す予定のない食品を集めて寄付

１７年６月 神戸市、フードバンク関西と連携して神戸市内２店舗でフードドラ
イブを１０月まで試験的に実施。
（初めてフードドライブ活動の実施）

１８年１月 関東・近畿４０店舗が地域フードバンク団体と連携した活動を開始
（フードバンク団体との活動の本格化）

その後も連携店舗を拡大、１８年度は約６．６ｔの食品を寄贈

12

（ご参考）フードバンク団体等との連携

行政単位 活動団体 店舗数

埼玉県 ﾌｰﾄﾞﾊﾞﾝｸ埼玉 ８店舗

東京都 ﾌｰﾄﾞﾊﾞﾝｸ八王子えがお、ﾌｰﾄﾞﾊﾞﾝｸＴＡＭＡ、
ﾌｰﾄﾞﾊﾞﾝｸ江東、ﾌｰﾄﾞﾊﾞﾝｸいたばし 他

２９店舗

神奈川県 ﾜﾝｴｲﾄﾞ、フードバンク川崎 １８店舗

千葉県 ﾌｰﾄﾞﾊﾞﾝｸ千葉 他 ５店舗

滋賀県・京都府 ﾌｰﾄﾞﾊﾞﾝｸ京都 ７店舗

大阪府 豊中市、豊中市社会福祉協議会 ３店舗

大阪府 ふーどばんくＯＳＡＫＡ ３０店舗

兵庫県 ﾌｰﾄﾞﾊﾞﾝｸ関西、西宮市、こどもｻﾎﾟｰﾄ財団 ２３店舗

和歌山県 白浜ﾚｽｷｭｰﾈｯﾄﾜｰｸ ７店舗

２０２０年２月より連携店舗は１３６店舗へ拡大予定

２０１９年１０月末時点 １３０店舗で実施

44



13

６－（３）．みんなの声

（活用）
子ども食堂：購入以外のところで調達できることはありがたい。

（検品・配分）
ﾌｰﾄﾞﾊﾞﾝｸ：地域のために活動している子ども食堂の発展に寄与。

（提供）
ダイエー：仕入れた商品を廃棄することは本意ではないが、食品を有効活用して

いただけることはうれしい。（分別作業上も利点がある。）
食品ロスに対する意識が高くなった（発注時の意識などの向上）。

（提供）
お客さま：利用頻度が高いスーパーマーケットがフードドライブを実施するのは良い。

不定期ではなく、毎月定期的に実施することで協力しやすい。
自宅で食べきれない食品を地域のために役立ててもらえてうれしい。

開

始

後

開

始

前

（提供）
お客さま：入れたものが、誰かに持って行かれないか。

→従業員の目に届く場所で収集することにしました。

（提供）
ダイエー：生鮮などがフードドライブコンテナに投入されないか心配。

14

６－（４）．先進的なフードバンク活動
豊中市は地域完結型の活動を実施している

・地域に密着した活動になる
（市民が市民のために）

・食品の移動距離が短い
（ガソリン使用量が少ない）

＜豊中市＞

＜一般的な例＞

店舗 ７ｋｍ
フードバンク

団体

近隣の
子ども食堂

豊中駅前 市内
子ども食堂

豊中市社協
（運搬は市環境部）

１ｋｍ

１ｋｍ １ｋｍ

８Km

２Km

６ｋｍ
の差

エコの観点からのとても意味がある
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６－（５）．更なる発展に向けて（１）

・フードバンク団体へお引渡している食品は製造から
賞味期限までの期間が比較的長いレトルト食品、菓子、
調味料などですが、神戸市内の一部店舗では、パンや
和菓子を当日消費を条件にフードバンク団体へ引渡す
活動を開始しました。

・しかしながら、家庭で廃棄されている食品は生鮮野菜、
豆腐や納豆などの大豆加工品が続いています。

・冷蔵、冷凍商品なども運搬
できる体制づくりが活動の
発展につながると考えます。

廃棄された手付かず食品の分類
（神戸市資料より引用）

15

16

６－（６）．更なる発展に向けて（２）

・フードバンク団体は受け取った食品の活用方法は様々
ですが、子ども食堂が増えていることもあり、子ども
食堂での活用が増えています。

・しかしながら、子ども食堂は寄付を受けながらも「運
営費」に苦慮している団体が多いことも事実です。

・多くの行政、企業の関与が発展に寄与すると考えます。

子ども食堂数の推移
（むすびえＨＰより引用）

子ども食堂が運営にあたり感じている
課題（農林水産省資料より引用）

運営費の確保が難しい：２９．６％
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17

７．まとめ

・地域の皆さまと連携した活動は地域社会に
おいて大きな価値を生み出すことにつなが
ると考えています。お客さま、地域行政に
限らず、地域で展開するスーパーとも連携
して、活動を進めてまいります。

・お客さま（市民）にとって、スーパーが商
品を購入する場としてだけでなく、情報発
信の場（気付きの場）となり、地域社会に
継続して貢献できるよう努めてまいります。

18

ご清聴ありがとうございました

今後もご愛顧の程、お願い申し上げます。
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©Kuradashi2019 

会社概要
2020/01 株式会社クラダシ

1

©Kuradashi2019 

代表取締役社長 関藤竜也

1995年総合商社入社。

戦略的コンサルティング会社取締役副社長を経
て、2014年食品ロス問題を解決する為、SDGs
採択の7ヶ月前に社会貢献型ショッピングサイト
「KURADASHI.jp」サービスを開始。

＜各種受賞歴＞
・2017年：農林水産省 食料産業局「食品ロスの削減へ向けて」に掲載
・2017年：「ソーシャルプロダクツ・アワード2017」にて「優秀賞」を受賞
・2018年：東京都環境局「チームもったいない」における「Saving Food」部門代表に抜擢
・2018年：環境省主催「第6回グッドライフアワード」にて「環境大臣賞」を受賞
・2019年：消費者庁公式「食品ロス削減食べ物のムダをなくそうプロジェクト」掲載
・2019年：品川区「社会貢献製品支援事業」選定・認定
・2020年：公益財団法人食品等流通合理化促進機構（農林水産省協賛）食品産業もったいない大賞審査委員長賞受賞

2
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©Kuradashi2019 

日本初・最大級
社会貢献型フードシェアリングプラットフォーム
「KURADASHI.jp」を運営

3

©Kuradashi2019 

環境省主催
Good Life Award
環境大臣賞受賞

ソーシャルプロダク
ツ普及推進協会
Social Products 
Award優秀賞受賞

東京都環境局
チームもったいない
Saving Food部門代表

食品ロス削減に向けた取組を評価され多方面から

経済的・環境的・社会的に優れたサービスとして表彰

公益財団法⼈⾷品等流通合
理化促進機構（農林⽔産省
協賛）
もったいない大賞
⾷品産業もったいな
い大賞審査委員会審
査委員⻑賞

4
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©Kuradashi2019 

食品メーカー、農家等 クラダシ会員

NPO等の社会貢献団体

①従来廃棄していた商品を
クラダシへ協賛提供

②最大97％オフでお得に賢く
エシカル消費

③売上金の一部をNPO等へ寄付

食品メーカー、消費者、NPO団体と

三方良しのビジネスモデル

5

©Kuradashi2019 

廃棄

× 掲載情報提供 配送 請求書

従来廃棄していた商品をクラダシへ
協賛提供することで食品ロス削減に貢献
食品ロス削減のみならず、廃棄コストの削減による経済効果もあり

6
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©Kuradashi2019 

KURADASHI地方創生基金

7

環境省Good Life Award
https://www.env.go.jp/policy/kihon_keikaku/goodlifeaward/report201808-
kuradashi.html

農家の人手不足による未収穫一次産品や、農業人口・年齢の高齢化問題を、KURADASHI地方創生基金を
活用することで、サステイナブルな循環サイクルを実現し解決に向けて取組む

②農業に興味のある学生・シニア層
学生の金銭的援助により、より身近に農業体験
をする機会の提供が可能
シニアには退職後の活躍の場の提供

①KURADASHI地方創生基金
渡航費・宿泊費の支援

③学生・シニア層の派遣により農作物収穫
また地方活性化の一助
収穫した一次産品を再度クラダシで販売し、
売上金の一部を基金へ循環

＜KURADASHIを活用したエコサイクル＞

©Kuradashi2019 

KURADASHIフードバンク支援基金

ク
ラ
ダ
シ

食品

メーカ
ー

フードバン
ク活動

子ども食堂

・・・

食品ロス削減活動のひとつとしてフードバンクの活用が取り上げられるが、3つの課題が存在。

当該課題をクラダシがフードバンク支援基金を活用して、メーカーとフードバンクやフードドライブ、
子ども食堂などハブ役を担う

安全性の不安

各フードバンクの倉
庫充実性にばらつき
があるため、品質担
保が困難。食の安全
性の絶対的担保が必
須

安定性の欠落

各フードバンクの需
給バランスにばらつ
きがあり、食品メー
カー再度の安定的共
有が困難。

公平性の欠如

全国77団体あるフー

ドバンク活動団体に
対して、平等性・公
平性を担保した食品
提供の実現難易度
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©Kuradashi2019 

オフィスdeクラダシ

オフィススナックの提供を、食品ロス削減
に向けた商品で展開

従業員の福利厚生としてのみならず、食品
ロス削減・エシカル消費に貢献できるスキ
ームを提供

導入企業はSDGsへの取組として対外的に
発信可能

9

©Kuradashi2019 

災害時のクラダシ レスキュー

10

＜災害時レスキューKURADASHI＞
台風の影響等による農作物の被害額を軽減しつ
つ、食品ロス削減に貢献

Pre: 台風の影響を受ける前に、収穫した規格外品の販売
Post: 台風により落下したB品の販売、長引く停電によりアワ
ビ等の酸欠に至る前の食品レスキュー
※災害対策として加工品のローリングストック提供も可能

台風による被害食品

被害食品の発生

クラダシ レスキュー

迅速なマッチングを実現

クラダシ商品の購入
台風被害の支援

＜クラダシ義援金・寄付金＞

売上一部を寄付及び
寄付LPを設置募金
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©Kuradashi2019 

会社名 ： 株式会社クラダシ / KURADASI Co.,Ltd
設立 ： 2014年7月7日
代表者 ： 代表取締役社長 関藤 竜也
従業員 ： 18名
免許 ： 古物商許可証番号 東京都公安委員会 第 303321408699 号

通信販売酒類小売業免許 渋法730
一般酒類小売免許 品酒第124号

問合せ : info@kuradashi.jp

11

©Kuradashi2019 

提案：事業提携

12
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©Kuradashi2019 

2019年5月 食品ロス削減
推進法案が全会一致で可決

2020年は食品ロス削減に向
けた動きが益々高まる

©Kuradashi2019 

案1 廃棄ロス商品の再流通

メーカー群

廃棄
※廃棄による社会の課題意識が高まり廃棄することによるブランド棄損

卸群

・・・
二・三次卸含む

小売・
ディスカウントストア

再流通
SDGs、ESG投資の流れが強まる
中、クラダシを活用することに
より、企業ブランドの向上及び
経済的廃棄コストを削減可能
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©Kuradashi2019 

案2 KURADASHI商品の提供

廃棄
※廃棄による社会の課題意識が高まり
廃棄することによるブランド棄損

小売・
ディスカウントストア

小売・
ホームセンター

異業種シナジー
異業種の販売拠点での、食品ロス削減の取組みコ
ーナー（KURADASHI販売）を設置
食品ロス削減に取り組む企業としてSDGs発信や、
店舗滞在時間・購入単価向上を見込む

©Kuradashi2019 

案3 オフィスdeクラダシ

オフィスdeクラダシ導入による
メリット

①食品ロス削減に取り組むことが可能

②従業員の満足度及びエシカル消費の啓蒙活動

③SDGs活動として発信
（CSR活動・統合報告書活用）

ジザイ拠点において、クラダシの商品の導入をするこ
とで、ジザイを利用するコンテンツメリットを創造す
ることが可能
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以上
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1

畜産物のブランド化をもたらした
未利用資源「梅酢」の活用

株式会社紀州ほそ川

代表取締役社長 細川庄三

2

みなべ 世界農業遺産

みかん

白浜温泉・パンダ６頭

世界遺産 高野山

日本一の落差 那智の滝

柿

桃

生産量日本一

みなべ・田辺の梅システム

和歌山県

南紀白浜空港

羽田空港
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3

• 株式会社紀州ほそ川
• 設立１９８５年（創業1951年）

• 売上高８億２千万円（2019年9月期）

• 従業員４３名
• 梅干加工、梅関連商品の製造・販売

会社概要

4

「南高梅誕生の地」の碑

60



5

うめの都道府県別収穫量

農林水産統計2019

6

和歌山県梅生産量（ｔ）

「南高」
梅登録
1965

みかん
や米か
ら転作

大規模
農地造
成

61



7

梅の塩漬け

8

梅酢

梅と梅酢

梅酢
梅の実を塩漬けにした
ときに出てくる塩分を
含む酸味の強い汁

62



9

和歌山県養鶏試験場

和歌山県養鶏研究所

10

梅酢飼料とは

梅酢
梅の実を塩漬けにした
ときに出てくる塩分を
含む酸味の強い汁

梅酢抽出物

濾過・脱塩・濃縮

63



11

• 産卵率の向上

• 飼料要求率の効率化

• 強健性（免疫性）の向上（生存率の向上）

• 卵質の向上（ハウユニットの増加）

• 卵黄中の葉酸濃度が増加（約30％増加）

• 鶏肉の保水性の向上

• 鶏肉の歯ごたえの向上

梅酢飼料の研究成果

12

「紀州うめどり・うめたまごブランド化推進協議会」

㈱紀州ほそ川
梅酢飼料の製造

県試験センター（養鶏研究所）
・鶏の飼育基準の作成
・梅酢飼料使用による、鶏卵・鶏肉の品質向上の証明

養鶏業者・販売業者
鶏肉・鶏卵の生産・販売

研
究
依
頼

さかもと農園

有田養鶏農業協同組合

平松養鶏場

宮本鶏卵株式会社

紀泉農場

上平養鶏場

岡養鶏場

関西ブロイラー株式会社

吉備食肉

中田鶏肉店

梅酢飼料の供給

和歌山県農林水産部
農業生産局畜産課

・養鶏農家への普及促進活動
・助成金によるバックアップ

公的実験データの提供 支援

研究成果の活用
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13

• ロゴ作成

• キャラクターデザイン

• チラシ作成

• 展示会出展PR
• 食味コンテスト出品

ブランド化推進協議会の取り組み

14

鶏肉の評価

65



15

鶏卵の評価

16

和歌山県水産試験場

エドワジエラ症、イリドウイ
ルス病に対して抗病性向上

66



17

養殖のブランド化

紀州梅まだい

18

養豚のブランド化

67



19

梅酢抽出物の不妊治療効果

20

利
益

紀州梅干

紀州うめどり・うめたまご

梅干・梅酢

梅酢加工品

鶏糞

飼料

堆肥

梅加工業者

養鶏業者梅農家

「梅」でつなぐ

梅と養鶏の地域循環をめざす

68
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実績
• 梅酢年間７００トンの引き取り
• 紀州うめどり 年間１２０万羽
• 紀州うめたまご 採卵鶏 ４万羽

生産者にとって
• 廃棄コストの節約
• 有価物として販売（0.5円/kg）

課題
• 販路拡大
• 機械設備の維持管理コスト

実績と課題

2222

会社全景

畜産物のブランド化をもたらした
未利用資源「梅酢」の活用

株式会社紀州ほそ川
代表取締役社長 細川庄三

ご清聴ありがとうございました。
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中山間地域と市街地を移動販売車が結ぶ
フードバンク活動

～株式会社ケンジャミン・フランクリン～

1.会社概要 ～すべてのみなさまに+αの幸せを～

会社名：株式会社ケンジャミン・フランクリン

代表者：成田賢一

2005年 ベルネーゼ創業

2013年 移動スーパーロンドン開始

71



2.構築した事業モデル

吉備中央町を中心に、お買い物
ができる商店ならびに公共交通機
関がほとんどない中山間地域(過
疎地域)をメインに移動販売を行っ
ている。

移動スーパーの顧客数は80軒
で、『全員』高齢者である

72



中山間地域の険しい山道を行く

移動スーパーロンドン号

足腰が悪いお客様は商品を自宅や
ベッド脇までお届けします

3.きっかけ この野菜、よかったら
もってかれぇ‼

移動販売を始めるとこんなことが！

この野菜を活かしたい‼
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フードシェアリングジャパンの設立

2017年・・・海外の団体の活動に感銘を受け、メールのやり取りを通じて

勉強！

フードバンク団体への訪問や生活困窮者支援の

ワークショップに参加

2018年3月・・・フードシェアリングジャパンを設立し運営、現在に至る

～なぜ、自分から動いたのか？～

頂いた命を最大限に使おう
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4.協力店舗
岡山市・・・・・5店舗

真庭市・・・・・1店舗

総社市・・・・・1店舗

高梁市・・・・・2店舗

そして・・・農家の皆様

合計10店舗と農家の皆様の
協力で運営しています

吉備中央町・・・1店舗

5.食品寄付先
岡山市・・・・・18団体

美作市・・・・・1団体

総社市・・・・・2団体

倉敷市・・・・・ 1団体

合計40団体

吉備中央町・津山市他・・・・18団体
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6.提供商品

㈱ハローズ様より提供頂いた食品

必要とされる方へ丁寧にお届けしてます。

農家の方よりいただいた野菜・果物
丁寧に洗い、配達しています。

6.提供商品

76



6.提供商品

6.提供商品
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7.被災者支援

平成30年西日本豪雨の被災地(倉敷市)の仮設団地へ毎週土曜日
に訪問し、食品の無償提供による復興支援を行ないました。

7.被災者支援

東京都のセカンドハーベストジャパンと現地ボランティアセンター
のやり取りを仲介し、41軒の在宅避難者に食品を郵送しました。

78



8.実績

2018年3月～2019年12月
40団体へ・・・200回以上配送▶計13トン521キロ（3万8632食分）の食品を

配布

2018年12月～2019年4月
被災者の方々へ・・・22回訪問し、340軒以上へ▶2トン316キロ（6618食分）

の食料を配布

月ごとの食品提供量
2018年7月度 132キロ▶2019年7月度 747キロ

9.今後の課題と展開

無報酬であり拘束時間も長いため、理解者や賛同者が増えにくい。

アプリを活用したマッチングサービスを展開し、フードバンクをより身近
に感じてもらえるようにする。

現状の課題

今後の展開

フードバンク活動の地産地消化を目指す。
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10.最後に

ご清聴ありがとう
ございました
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食品廃棄物を利用した飼料製造に関する研究
熊本農業高校 畜産科

Ｈ２４ 農林水産省「畜産物生産費調査」

69％

13％

18％

飼料費
労働費

その他

１ 本年度の活動のねらい
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１ 本年度の活動のねらい

40000

45000

50000

55000

60000

65000

2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年

（円）

飼料価格の上昇
↓

畜産農家の悩み💦

１ 本年度の活動のねらい
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過去４年間の経費

予算 飼料代 肥育豚の飼料費

１ 本年度の活動のねらい
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養豚経営の課題
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一人当たりの食品廃棄物量(kg)
１ 本年度の活動のねらい
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過剰生産になっている

１ 本年度の活動のねらい

納豆
九州大豆食品

米粉
瑞鷹酒造

天草
熊本製萠

緑豆
マルキン食品

パン
熊本県パン協同組合

１ 本年度の活動のねらい
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35.7%

9.7%

57.7%

77.3%
85.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

パン 米粉 納豆 緑豆 テングサ

90
80
70
60
50
40
30
20
10

0

２ これまでの取組

１頭当たりの飼料費

（肥育時80日間）

１頭当たりの飼料費

（肥育時80日間） 市販飼料区
１３,８８０円

エコフィード区
９５０円

２ これまでの取組
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１0％減

約10％の産業廃棄物を削減
企業経費を80万円抑えられた

(九州大豆食品、瑞鷹酒造、熊本製萠、マルキン食品、熊本県パン協同組合)

２ これまでの取組

体重 100 ㎏
増体量 1 ㎏/day

頭数 1 頭

DM 3 kg/day

CP 467 g

DE 12 Mcal

TDN 3 kg

Ca 18 g
非フィチン

P 7 g
リジン 20 g

飼料No.
給与
量 乾物 乾物量

乾物割
合 DE TDN CP EE 粗繊維 ＮＤＦ Ｃａ Ｐ リジン

飼料名
原物

kg % kg %DM Mcal kg --------------------- g ---------------------
73 パン屑（乾） 1.00 89.2 0.89 27.8 3.9 0.88 130 43 6 98 0.6 1.2 2.6
32 米粉 1.00 88.0 0.88 27.5 3.3 0.76 148 185 77 249 0.3 20.6 5.7
14 大豆 1.20 88.7 1.06 33.2 4.5 1.03 440 223 68 97 1.9 6.1 26.9
71 緑豆 0.40 89.7 0.27 8.4 0.7 0.15 47 15 85 155 1.5 0.5 0.0
0 テングサ 0.10 12.62 2.86 812 466 237 599 24 28 74.6

給与養分量 3.7 3.20 393.7 89.2 25.3 14.5 7.4 18.7 0.74 0.89 2.33
成分含量

(%DM) 89.0 106.4 106.3 173.8 131.4 366.4
充足率, % 102.5 Ca/P比 0.83

２ これまでの取組
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「シンデレラポーク」

高品質な豚肉

低コスト

実現！

２ これまでの取組

１万人の方が食味！

２ これまでの取組
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もっと豚に食べさせ
美味しい豚肉の生産！

今年度の課題

２ これまでの取組

② 新飼料開発

③ 生育調査

④ 豚肉の肉質調査

⑤ 経営分析

⑥ 情報発信及び普及

６項目

① 発酵飼料調整

３ 活動計画
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長期保存を可能にした発酵飼料

要因を調べる事にした

関与している可能性あり

４ 研究及び結果
（１） 発酵飼料調整

納豆

米粉

天草緑豆

パン

ｐＨ５以下の濃度を調べるだけでは

品質の高い飼料と判断できない

４ 研究及び結果
（１） 発酵飼料調整
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水分量６０％で１カ月間

実験しなさい。

国立研究開発法人
九州沖縄農業研究センター
飼料生産グループ長

服部育男先生

４ 研究及び結果
（１） 発酵飼料調整

作成日 １週 ２週 ３週 ４週５種類

納豆無

パン無

両方無

４ 研究及び結果
（１） 発酵飼料調整

90



3.7

3.8

3.9

4.0

4.1

4.2

4.3

4.4

4.5

当日 1週目 2週目 3週目 4週目

通常 納豆・パンなし 納豆なし パンなし発
酵
調
査
（
ｐ
Ｈ
濃
度
）

納豆菌・パンのビタミン
が発酵に関与していない

納豆菌 パン
４ 研究及び結果
（１） 発酵飼料調整

粗タンパク質などの栄養成分の低下なし

17
18
19
20
21
22
23
24

通常 １週間 ２週間 ３週間 ４週間

粗たんぱく質含量(g)

五種類 納豆なし 両方なし パンなし

４ 研究及び結果
（１） 発酵飼料調整
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これは乳酸菌による発酵
発酵品質に問題はありませんよ

４ 研究及び結果
（１） 発酵飼料調整

肥育期

０
日

30
日

60
日 日

子
豚
期

20
日

100
日

母乳
・

人工乳

子
豚
期

肥
育
期

160

子豚期哺乳期

４ 研究及び結果
（１） 発酵飼料調整
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栄養バランス

アミノ酸量

４ 研究及び結果
（２） 新飼料開発

引割り納豆を製造する際に出る

大豆皮を使ってくれないか。

（株）九州大豆食品 松永政宏 様

粗タンパク量
６０.３ｇ

大豆皮（１００ｇ）

４ 研究及び結果
（２） 新飼料開発
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４ 研究及び結果
（２） 新飼料開発

４ 研究及び結果
（２） 新飼料開発
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子豚用 肥育用

４ 研究及び結果
（２） 新飼料開発

４ 研究及び結果
（２） 新飼料開発
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0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

8.00

9.00

10.00

市販飼料 エクセレント ２週間後

エクセレントに含まれる
アミノ酸量を測定

(μmol)

４ 研究及び結果
（２） 新飼料開発

ご

生後３０日齢

生後１００日齢

生後１８０日齢

４ 研究及び結果
（３） 生育調査
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生後３０日齢

生後１００日齢

生後１８０日齢

４ 研究及び結果
（３） 生育調査

20

40

60

80

100

120

8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

体重の推移

実験区 対照区 標準エクセレント区

110㎏を165日
で達成！

（標準：１８０日）

対照区と同等

(kg)

(週)

４ 研究及び結果
（３） 生育調査
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産業技術センターで豚肉の分析

４ 研究及び結果
（４） 豚肉の肉質調査

エクセレント
区

対照区

全ての項目においてエクセレント区が
高い結果となった。

0
10
20
30
40
50
60
70

グルタミン酸 グルタミン グリシン アラニン タウリン

遊離アミノ酸の分子量（mg/１００ｇ）

４ 研究及び結果
（４） 豚肉の肉質調査
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0.53

1.86

0.51

2.4

(リノレン酸)

9.82

18.87

9.57

21.31
(リノール酸)

2.0倍 2.2倍

4.5倍3.5倍

脂肪酸組成の比率４ 研究及び結果
（４） 豚肉の肉質調査

対照区 エクセレント区

熊本県産業技術センター
食品加工技術室 研究参事 白尾謙典先生

６種類の原料は肉質を向上させる
脂肪酸が多い！

豚肉の評価

４ 研究及び結果
（４） 豚肉の肉質調査
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うまみ

赤身色

脂肪色

保水性

ドリップロス

柔らかさ脂肪酸

アミノ酸

さし

ビタミンB1

風味

エクセレント区 対照区

肉の評価を数値化（１０段階で評価）

４ 研究及び結果
（４） 豚肉の肉質調査

２,２５４円

２２,６７３円

２０,４１９円減

市販飼料区 エクセレント区

５ 経営分析
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Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０

１頭当たりの利益(円)

５ 経営分析
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500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

3,500,000

Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０

売上に占める飼料費の割合

飼料費 利益

３,５００

３,０００

２,５００

２,０００

１,５００

１,０００

５００

０

(千円)

１
割
以
下

５ 経営分析
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５ 経営分析

５ 経営分析
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６ 情報発信及び普及
（１） シンデレラポークの進化

くまとん会 会長
有限会社 実取農場取締役 実取孝祐様

高評価
飼料費を抑え品質にこだわる

取り組みが素晴らしい

６ 情報発信及び普及
（１） シンデレラポークの進化
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経営コンサルタント
もり家畜診療所 森 正史獣医師

高評価
養豚経営のモデルケースとして

紹介させてほしい！

６ 情報発信及び普及
（１） シンデレラポークの進化

シンデレラポークは
豚肉になった！

新たな取り組みにより

６ 情報発信及び普及
（１） シンデレラポークの進化
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シンデレラポークシンデレラネオポーク

進化！

シンデレラネオポーク

商標登録

熊本県知財総合支援窓口

エコフィード認証

６ 情報発信及び普及
（１） シンデレラポークの進化

１８７ｔ
９７ｔ

４０％減

(九州大豆食品、瑞鷹酒造、熊本製萠、マルキン食品、熊本県パン協同組合、サントリー)

約９０ｔの産業廃棄物を削減
企業経費を２００万円抑えられた

６ 情報発信及び普及
（２） 地域連携と普及
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畜産農家９軒に普及

６ 情報発信及び普及
（２） 地域連携と普及

養豚農家 坂本幸誠様

高評価
飼料費を7％削減できた！

豚が元気になった！

６ 情報発信及び普及
（２） 地域連携と普及
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７ 今後の課題

食品廃棄物の利用

農家へ普及 畜産農家の収益増加

食品廃棄物削減

７ 今後の課題

飼料製造

企業と連携

仕組みの確立
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日本草地学会

８ 結びに

論文として掲載！

８ 結びに
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８ 結びに
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90

S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H30％

食料自給率

８ 結びに

37％
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８ 結びに

８ 結びに
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８ 結びに

食品廃棄物がゼロになることを願って

８ 結びに
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